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中
国
、

湖
北
省
武
漢
市
で
始
ま
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

(
C
O
V
I
D
'
1
9
)

は
日
本
に
お
い
て
も

1

月
か
ら
感
染
者
が
出
現
し
、

春
節
の
後
に
一
時
ピ
ー
ク
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
一
旦
落
ち
着
き
を
見

せ
た
も
の
の
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
感
染
を
背
景
に
、

3

月
に
入
り
患

者
数
が
増
加
し
、
4

月
は
新
規
感
染
者
数
が
急
増
し
た
。

中
国
に
お
い
て
は
封
鎖
し
た
武
漢
市
に
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
医
師

団
4

万
2
0
0
0

人
の
う
ち
、
4
9
0
0

名
が
中
医
師
で
、
火
神
山

病
院
と
雷
神
山
病
院
を
建
設
し
て
、
そ
の
前
線
で
中
医
学
治
療
に
当

た
っ
た
。
初
期
の
頃
は
急
増
す
る
患
者
へ
の
対
応
に
追
わ
れ
て
い
た

が
、
国
家
中
医
薬
管
理
局
を
中
心
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
を
行
い
、

3

月
3

日
に
公
布
さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
肺
炎
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
試
行
第
七
版
）
は
か
な
り
ま
と
ま
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

諸

言

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
る
と
、
軽
症
か
ら
重
症
ま
で
幅
広
く
使

え
る
薬
と
し
て
清
肺
排
毒
湯
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
古
典
に

は
な
い
薬
で
あ
り
、
今
回
新
た
に
作
っ
た
薬
で
あ
る
。
中
国
国
家
中

医
薬
管
理
局
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
試
行
第
七
版
公
布
に
先
立
つ
2

月

1
9日
に

1
0省
5
7病
院
で
確
認
さ
れ
た

C
O
V
I
D
'
1
9
患
者
7
0
1
例
に
対

(

3

)

 

す
る
「
清
肺
排
毒
湯
」
の
治
療
成
績
を
発
表
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と

1
3
0
例
が
治
癒
・
退
院
し
、
5
1例
は
症
状
が
消
失
、
2
6
8
例
は
改
善
、

2
1
2

例
は
悪
化
し
な
か
っ
た
。
結
論
と
し
て
、

C
O
V
I
D
'
1
9
治
療
に
優
れ

た
臨
床
効
果
を
持
つ
、
と
し
て
開
発
の
経
緯
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

今
回
、
P
C
R

陽
性
C
O
V
I
D
'
1
9
患
者
に
対
し
て
清
排
敗
毒
湯

を
使
用
し
た
夫
婦
の
例
を
経
験
し
た
の
で
報
告
す
る
。

• 

~
清
肺
排
毒
湯
に
よ
る
新
型
コ
ー
＿

9
 一9

 ゜

一一一

t
う
感
染
症
の
治
療
経
験
一

9
 

修
琴
堂
大
塚
医
院0

渡
辺
賢
治
・
渡
辺
紀
子
一

嶋
｀
｀
•
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【
症
例
1
】

【
主
訴
】

【
既
往
歴
】

【
服
薬
歴
】

【
家
族
歴
】
特
記
す
べ
き
も
の
な
し

【
嗜
好
】
喫
煙
な
し
。
飲
酒
ほ
と
ん
ど
し
な
い
。

【
現
病
歴
】
発
症
日
(
1日
目
と
す
る
）
に
3
7
.
0℃
の
発
熱
を
認

め
た
。
2

日
目
、
午
前
は
3
7
.
5℃
だ
っ
た
が
夕
方
3
8
.
0℃
ま
で

上
昇
し
た
。
そ
れ
以
降
毎
日
の
よ
う
に
朝
方
は

3
7℃
前
後
、
夕
方
は

3
9℃
前
後
の
発
熟
を
認
め
、

7

日
目
に
近
医
で

P
C
R

検
査
を
受

け
、
ア
セ
ト
ア
ミ
ノ
フ
ェ
ン
、
ク
ラ
リ
ス
ロ
マ
イ
シ
ン
、
ト
ラ
ネ
キ

サ
ム
酸
、
L

ー
カ
ル
ボ
シ
ス
テ
イ
ン
を
処
方
さ
れ
、
服
用
を
開
始
し

た
。
1
0
日
目
に
陽
性
と
判
明
し
た
。
自
宅
待
機
を
命
じ
ら
れ
、
同
日

大
塚
医
院
に
電
話
し
て
遠
隔
診
療
を
行
っ
た
。

ト
イ
レ
の
拭
き
掃
除
の
臭
い
が
分
か
ら
な
い
な
ど
の
嗅
覚
障
害
が

あ
る
。
ま
た
、
食
欲
は
あ
る
が
、
腹
部
膨
満
感
を
自
覚
す
る
。
夜
中

に
咳
込
む
が
痰
は
な
い
。
咽
頭
痛
が
あ
る
。

【
身
体
所
見
】
身
長
1
7
0
c
m
、
体
重
7
6
k
g

o

【
経
過
】
清
肺
排
毒
湯
（
構
成
生
薬
・
量
は
別
記
）
を
処
方
し
た
。

服
薬
開
始
し
た
1
1
日
目
に
は
3
9
.
5℃
の
発
熱
を
認
め
、
咽
喉
が
腫

れ
ん
帖
ド
か

1
1
1以
し
、
J
l
u
部
膨
禍
が
叫
化
し
な
q
呼
吸
困
帷
が
出
祝

ー
、

S
p
O
~は
9
2to
r
r
ま
で
低
ド
し
た
が
、
翌
1
1

は
日
此
茄
状
が
か

な
り
楽
に
な
り
、
泣
高
休
加
は

3
8
.
5℃
で
あ
っ
た
。
1
3
日
目
に

は
、
朝
解
熟
し
た
も
の
の
、
昼
に
は

3
7
.
5℃
ま
で
上
昇
し
た
が
、

気
分
的
に
は
楽
に
な
り
、
平
常
に
戻
っ
た
感
じ
が
し
た
。
翌
日
以
後

発
熱
は
治
ま
っ
た
。
清
肺
排
毒
湯
は
1

週
間
服
薬
し
、
そ
の
後
ジ
ュ

ン
コ
ウ
補
中
益
気
湯
F
C

エ
キ
ス
錠
医
療
用
1
2
錠
、
分2
を
1

週
間

継
続
し
、
発
熱
再
発
な
く
、
治
療
を
終
了
し
た
。
そ
の
後

P
C
R

の

陰
性
化
を
確
認
し
た
。

【
症
例2
】
3
6
歳
、
女
性

【
主
訴
】
発
熱

【
既
往
歴
】
橋
本
病
に
て
チ
ラ
ー
ジ
ン
1
0
0
隅
服
薬
し
て
い
る
。

【
家
族
歴
】
特
記
す
べ
き
も
の
な
し

【
嗜
好
】
喫
煙
な
し
。
機
会
飲
酒
週
1

回
程
度
。

【
現
病
歴
】
普
段
の
平
熱
は
3
5
℃
前
後
と
低
め
で
あ
る
。
発
症
日

(
1日
目
と
す
る
）
に
3
7℃
程
度
の
微
熱
を
認
め
た
と
同
時
に
咳
が

出
現
し
た
。
3

日
日
は
い
っ
た
ん
平
熱
に
戻
っ
た
が
、
4

日
目
に
再

び
3
8
.
9℃
の
発
熱
を
認
め
た
。
5

日
目
も

3
8
.
9℃
の
発
熱
を
認

め
、
咳
き
込
み
も
激
し
か
っ
た
。
ま
た
頭
痛
も
強
く
、
鼻
出
血
を
認

め
た
。
1
0
日
目
に
P
C
R

検
査
を
受
け
、
ア
セ
ト
ア
ミ
ノ
フ
ェ
ン
、

ク
ラ
リ
ス
ロ
マ
イ
シ
ン
、
ト
ラ
ネ
キ
サ
ム
酸
、

L

ー
カ
ル
ボ
シ
ス
テ

5
9
歳

発
熟

特
記
す
べ
き
も
の
な
し

な
し

男
性

症

例

1 清肺排毒湯 I
I 羹香正気散加減

PCR 陽性
• 

I 
I 補中益気湯 I

8

7

6

 

3

3

3

 

体
温
（
℃
）

40 

39 

体

8

7

 

3

3

 

温
（
℃
）

36 

漬肺排毒湯

PCR 陽性
• 

補中益気湯

.. 芝

/ 
倦怠感

5 10 15 20 25 

days 

9,--~,  
30 35 40 45 

体温

1 咳
2 4 6 6 10 12 14 16 18 

days 

100 

98 

96 

94 

92 

酸
素
飽
和
度
（
％
）

90 

9
2
0
 

T 2 I I 
24 

図 2 症例 2 経過表 図 1 症例 1 経過表
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イ
ン
を
処
方
さ
れ
、
服
用
を
開
始
し
た
。
1
3日
目
に
陽
性
と
判
明
し

こ
。t
 

【
身
体
所
見
】
身
長
1
6
8
C
r
n

、
体
重
5
4k
go

【
経
過
】
清
肺
排
毒
湯
を

1

週
間
服
薬
し
た
。
熱
は

3
6℃
台
に

な
っ
た
が
、
平
熱
が
3
5℃
台
の
た
め
、
多
少
微
熱
感
が
あ
る
。
頭
痛

は
と
れ
た
。
咳
痰
は
多
少
出
る
。
蓋
香
正
気
散
料
加
菊
花3
、
杏
仁

3

、
連
翅
3

、
薄
荷
2

と
し
た
。
そ
の
後
も

3
6
.
5℃
前
後
の
体
温

が
継
続
し
た
。
頭
痛
は
少
し
あ
る
。
倦
怠
感
は
取
れ
た
。
3
2日
目
、

P
C
R

検
査
施
行
し
た
が
ま
だ
陽
性
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
3
3日目

か
ら
鼻
汁
が
少
し
あ
る
。
体
温
は
3
6℃
前
後
で
倦
怠
感
が
少
し
あ
る

が
、
頭
痛
は
な
い
。
咳
．
痰
も
な
い
。
3
4日
目
よ
り
ジ
ュ
ン
コ
ウ
補

中
益
気
湯
F
C

エ
キ
ス
錠
医
療
用
1
2錠
、
分
2

に
変
更
し
、
1

週
間

の
服
薬
で
治
療
中
止
と
な
っ
た
。
そ
の
後

P
C
R

の
陰
性
化
を
確
認

し
て
い
る
。

感
染
症
は
人
類
史
上
に
お
い
て
大
き
な
脅
威
で
あ
り
、
医
療
の
発

達
の
過
程
で
感
染
症
が
大
き
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
は
洋
の
東
西
を

問
わ
な
い
。
『
傷
寒
論
』
の
序
文
に
は
、
張
仲
景
の
「
親
族2
0
0
人
の

う
ち

2
/
3

が
1
0年
経
た
な
い
う
ち
に
死
ん
だ
が
、
そ
の
う
ち

7

割
が
傷
寒
で
あ
っ
た
」
と
あ
る
。
『
傷
寒
論
』
で
の
治
療
は
、
ま
さ

に
随
証
治
療
で
あ
り
、
証
の
変
化
を
見
逃
さ
ず
に
漢
方
薬
を
変
え
て

肌
竹
例
し
あ
ー
は
か
、
柏
肺
枡

I
I
I
J
湯
の
袷
恨
効
果
に
は
大
さ
な
弟
が

見
几
れ
ん
い
が
ル
加
聞
期
は
且
ば
M

ド
で
あ
る
が
、
火
は
闘
熟
が
持
続

ー
、
＇
剌
状
は
よ
り
激
し
か
っ
た
り
P
C
R

陽
性
が
判
定
さ
れ
て
も
自

屯
椅
機
な
命
じ
ら
れ
た
た
め
、
肺
の

C
T

は
撮
影
さ
れ
て
い
な
い

が
、
酸
索
飽
和
腹
は
す
で
に
低
下
傾
向
に
あ
り
、
肺
炎
像
が
あ
っ
た

l
I
f
能
性
は
高
い
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
お
け
る
デ
ー
タ
で
も
男
性
が

(

4

)

 

正
疵
化
し
や
す
い
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

受
容
体
で
あ
る
ア
ン
ギ
オ
テ
ン
シ
ン
転
換
酵
素

2
(
A
C
E
2
)発現

(

5

)

 

が
性
ホ
ル
モ
ン
の
影
響
を
受
け
る
と
い
う
報
告
も
あ
る
。
ま
た
、
ウ

イ
ル
ス
の
ス
パ
イ
ク
蛋
白
を
切
断
し
、
ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
を
許
す

(

6

)

 

T
M
P
R
S
S
2
は
ア
ン
ド
ロ
ゲ
ン
受
容
体
で
も
あ
り
、
男
性
で
発
現

が
高
い
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
、
漢
方
的
な
視
点
で
考
え
る
と
、
夫
は
実
の
反
応
で
あ

り
、
漢
方
薬
に
反
応
し
て
、
一
過
性
に
体
温
も
上
昇
し
、
種
々
の
症

状
が
出
た
が
、
そ
れ
で
す
っ
き
り
治
癒
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
2

0
0
9

年
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
時
の
際
の
麻
黄
湯
の
反
応

に
近
い
。
2
0
0
9

年
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
若
い
人
に
流
行

し
、
麻
黄
湯
が
よ
く
効
い
た
。
若
く
て
体
力
が
あ
る
人
の
場
合
、
麻

黄
湯
も
し
く
は
大
青
竜
湯
で
、
実
の
反
応
を
示
し
た
後
、
翌
日
、
遅

く
と
も
翌
々
日
に
は
平
時
と
同
じ
よ
う
に
す
っ
き
り
と
治
っ
た
。
あ

ま
り
に
す
っ
き
り
と
治
る
の
で
、
学
校
に
行
き
た
い
と
言
っ
た
高
校

生
を
た
し
な
め
た
覚
え
が
あ
る
。

考
察

い
く
こ
と
を
重
視
す
る
。
昭
和
の
先
達
ら
は
患
者
宅
に
上
が
っ
て
徹

夜
で
証
の
変
化
を
見
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
ま
さ
に
『
傷
寒
論
』

の
通
り
の
治
療
を
実
践
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
疫
痢
で
子
ど
も
を
亡

く
し
て
い
る
湯
本
求
真
、
大
塚
敬
節
な
ど
に
と
っ
て
は
、
急
に
変
化

す
る
容
態
を
見
逃
さ
な
い
こ
と
は
、
感
染
症
と
の
闘
い
に
お
い
て
身

に
つ
い
た
も
の
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

筆
者
は
中
国
武
漢
市
で
の
第
一
線
の
中
医
治
療
に
当
た
っ
た
医
師

ら
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
彼
ら
が
強
調
し
て
い
た
こ
と
は
「
証
の
変

化
を
見
逃
さ
な
い
こ
と
」
で
あ
っ
た
。
国
家
中
医
薬
管
理
局
か
ら
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
試
行
錯
誤
の
上
で
、
最
終
的
な
も
の
と
し
て
出
さ

れ
た
が
、
現
場
中
医
師
ら
は
証
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
治
療
を
駆
使

し
た
よ
う
で
あ
る
。

清
肺
排
毒
湯
は
処
方
構
成
か
ら
す
る
と
傷
寒
論
処
方
で
あ
る
麻
杏

甘
石
湯
、
五
苓
散
、
小
柴
胡
湯
、
射
千
麻
黄
湯
、
荻
苓
飲
に
蒙
香
が

配
合
さ
れ
た
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。
武
漢
市
で
患
者
数
が
オ
ー
バ
ー

シ
ュ
ー
ト
し
た
際
に
細
か
い
証
を
見
立
て
る
時
間
が
な
い
の
で
、
刻

一
刻
と
変
化
す
る
症
状
に
対
応
す
る
た
め
に
創
方
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
原
方
で
は
石
膏
は

1
5g
\
3
0
g
と
幅
が
あ
る
が
、
石
膏
を1
5g

と
し
て
も
総
生
薬
量
は

1
9
6
g
あ
り
、
例
え
ば
麻
黄
湯
に
比
較
す
る
と

1
0倍
以
上
の
量
に
な
る
。
中
医
学
と
日
本
漢
方
の
量
の
差
を
勘
案
し

て
、
今
回
は
原
方
の
1
/
3
量
と
し
た
。

今
回
経
験
し
た
症
例
は
、
夫
婦
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
P
C
R

]
ガ
必
は
州
初
川
に
＇
凶
熱
が
出
た
も
の
の
、
＂
堺
ク
楽
を
開
始
し
た

時
に
は
既
に
高
熱
は
な
か
っ
た
。
柏
肺
枡
萄
湯
の
服
染
に
よ
っ
て
、

熱
は
上
が
ら
な
く
な
っ
た
も
の
の
、
倦
怠
感
が
長
く
残
り
、
治
療
が

長
引
い
た
。
同
じ
薬
で
も
実
証
の
夫
は
実
の
反
応
の
後
、
早
く
治
癒

し
た
が
、
虚
証
の
妻
は
治
癒
ま
で
の
時
間
が
長
引
く
の
も
漢
方
の
理

論
通
り
の
経
過
で
あ
ろ
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
治
療
に
当
た
っ
て
は
、
と
に
か
く
重
症
化
さ
せ
な

い
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い
の
は
男
性
、
肥

(

7

)

 

満
、
高
齢
、
基
礎
疾
患
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
重
症
化
さ
せ
な

け
れ
ば
時
間
は
か
か
っ
て
も
治
癒
す
る
こ
と
は
、
ほ
か
の
症
例
で
も

経
験
し
て
い
る
。

C
O
V
I
D
'
1
9
と
の
闘
い
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
今
後
の
症

例
に
対
し
て
こ
の
治
験
が
な
ん
ら
か
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ

る
。

清
肺
排
毒
湯
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冬
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g
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干
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g
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辛
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g
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山
薬
4

g
、
根
実
2

g
、
陳
皮
2

g
、
薔
香

3

g
、
石
膏
5

g
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